
大阪府豊中市

豊中市内（公共下水道）実施箇所

平成１４年度～平成１９年度実施期間

　豊中市では、平成６年，９年及び１１年と集中豪雨
に見舞われ浸水被害が発生した。その対策として下
水道施設の機能向上を図るべく、降雨強度をそれま
での５年確率から１０年確率に見直し、下水道施設計
画の変更を行い、現在、根幹となる管渠整備を進め
ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　今回、施設能力の早期向上を図るべく、小学校の
校庭を利用した雨水の一時貯留による抑制効果で、
下水道施設への雨水の流入負荷を軽減し、下水道
施設の安全度を高め浸水防除に努める。　　　　　　　
　また、この事業では、校庭の花壇等への散水による
雨水の有効利用も考え、水のリサイクルについて環
境学習の活用になればと期待する。

事業目的

雨水流出抑制および雨水利用を図るため、小学校の
校庭に貯留施設を整備する。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
校庭貯留箇所数　　１０校　
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事業内容

大阪府豊中市事業主体

水環境創造事業　水循環再生型事業種別
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